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ふ

る

さ

と

湖
花
ム
げ
に
市
民
セ
ン
タ
j
が
均
成
し
も
て
く
る
と
.
仏
切
符
的
な
山
向
性
か
さ
よ

K

H
什一

H
オ
ー
ブ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
り
も
砧
神
的
な
州
日
か
与
を
川
平
め
る
よ
う

す

令

い

な

っ

て

き

辛

す

。

こ
丹
市
川
町
セ
ン
タ
ー
は
告
湖
北
地
夜
こ
の
た
め
生
わ
た
し
た
九
の
ま
や
り
に

の
コ
ミ
浪
ニ
テ

ι撒
捻
で
、
小
市
山
代
的
み
品
川
む
す
べ
て
の
人
々
が
た
が
い
的
対
新

な
き
ん
か
機
時
的
サ

i
グ
H

仲
間
勤
、
レ
を
わ
か
%
為
い
、
共
倒
し
て
生
前
開
法

ク
リ

L
iシ
司
〆
治
到
な
と
共
滅
的
行
を
絞
り
あ
げ
て
い
〈
コ
ミ
ユ
ラ
ア
イ
守

的
を
と
お
し
て
、
心
の
ふ
れ
キ
ヲ
池
ほ
く
り
え
子
寸
内
て
い
ま
ナ
。
ま
ず
持
め

仕
告
を
つ
く
る
た
仇
山
内
必
占
と
:
で
も
ぷ
伐
必
J
市
山
引
を

i

地
践
的
食
品
的
川
闘
の
ひ

ら
7
た
め
に
川
川
掛
さ
れ
た
ち
の
で
す
“
ろ
が
り
と
そ
れ
ぞ
れ
め
持
組
を
事
前
し
、

ゑ
枇
に
開
附
市
化
が
進
み
、
小
ぃ
ぷ
凶
山
式
ル
ハ
つ
め
コ
ミ
て
…
テ
イ
/
?
シ
(
我
日
刊

か
近
代
化
さ
れ
て
〈
み
レ
ヘ
杓
民
的
に

f
花
地
ぱ

γ
品川持

f
街
地
げ
也
・
天
王
作

は
の
か
に
な
る
も
抑
的
犯
M

山
川
れ
に
の
地
以

γ
訓
必
地
J
m
'
新
本
地
以
e

士市料

品
L
Aげ
い
や
、
助
け
ヘ
リ
コ

ι弘
治
し
て
地
収
一
い
分
け
、
子
旬
、
士
一
-
一
ア
ー
ム
峨
将
棋

い
ニ
3
と
す
る
治
神
が
宍
わ
れ
て
い
く
を
快
惜
し
て
L
ま
q

，G

と
い

Z
E
が
ち
げ
ん
れ
ま
す

ν
か
し
、
学
校
Fru
は
と
め
と

L
て
幼

ま
わ
司
、
栄
一
京
略
的
刈
上
ゃ
い
ぼ
徐
州
、
川
同
行
同
宅
川
内
引
日
館
、
浪
人
以
切
さ

一
d
川倒的
J
4
お
な
ど
、
栄
公
い
悼
式
カ
を
ど
の
コ
ミ
ぷ
ニ
テ
イ
務
部
品
が
充
分
続
俄

川町小
e

る
U
H
H
H
、
よ
く

山
町
れ
た

-
H

桜
山
民
的

人
込
は
、

M
M
mじ
い
そ

カ
し
い

ま
だ
切
々
し
い
い
搭

に
と
っ
て
は
、
告
し
冷

め
た
い
本
的
問
に
は
肌

4

h
れ
る
的
は
、
か
わ
い

そ
ヲ
め
よ
ワ
だ
“

な
さ
ん
が
治
動
し
や
す
い
よ
っ
に
的

綴
や
的
動
向
場
合
附
加
熱
す
る
な
yw，

で
き
る
だ
け
協
力
い
た
ら
手
心

市
民
的
み
な
怒
ん
内
山
村
主
的
な
補

助
と
迷
彩
で
、
コ
ミ
で
な
ア
イ
の
拾

を
広
げ
ま
し
ょ
う
a

二
円
前
日
同
セ
ン
タ
ー
を
府
内
て
る
の

は
か
あ
4
K
肉
身

ω
rす
u
r
lど

し
ご
間
判
捌
く
だ
さ
い
。

翁
北
台
前
隠
さ
タ
!
後
等

、
扶
筏
コ
ン
コ
リ
!
ト
殺
り
二
際
縫

て
、
殺
べ
塚
両
M

間
二
九
間
平
方
〆
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&
F
H
州
、
…
織
に
は
知
的
制
一
↑
二
位
}

k
会
議
室
一
約
制
人
)
が
一
一
期
目
、
二

陥
柑
は
会
議
班
長
却
み
が
一
返
が

あ
り
ま
寸
包

〈
総
瑚
想

的
和
五
上
九
年
内
月
、
地
応
肉
強

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん

l

広
誌
は
し
へ
急
く
、
当
初
日
州
内
は
小
出
鴇
Mm
い
夜
明

r.
湖
北
内
主
品
川
陣
捷
地
に

湖
北
地
ぱ
い
に
お
い
て
も
コ
ミ
で
一
テ
で
す
か
、
将
来
的
ヲ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
偽
品
州
市
民
セ
ン
タ
ー
山
特
設
を
一
れ
側
、
六
月

{
山
地
況
は
が
伊
な
く
、
特
い
い
民
会
時
に
つ
と
し
て
の
役
判
仰
を
川
町
ヲ
坑
川
町
な
総
設
に
に
ブ
ラ
シ
ニ
ノ
グ
に
入
り
九
汗
に
従

い
て
は
住
定
公
機
管
澄
地
に
J

か

所

、

わ

ゆ

る

と

忍

わ

れ

ま

す

"

成

ω

ニ
の
素
案
令
と
た
さ
れ
に

.2わ

し
か
も
ム
や
さ
な
会
期
明
日
常
し
か
な
く
、
州
こ
の
わ
市
民
セ
ン
タ
ー
が
す
〈
す
く
山
村
ョ
吋
心
地
点
の
み
な
対
λ
め
A
H
官
約

り
刊
住
右
地
内
総
務
は
、
ほ
と
ん
ど
な
ヮ
て
い
く
か
い
か
な
い
か
は
‘
市
民
の
も
と
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
あ
忠
誠
品
川
ι

い
と
い
う
の
が
現
状
で
し
hfz

こ
う
し

A
な
匁
ん
自
身
の
紡
湖
町
佼
万
に
か
か
し
z
一
一
月
に
ヱ
タ
を
始
め
た
も
の

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
お
M
A
セ
ン
タ
ー
の

2

て
い
る
と
い
え
ま
す
司
市
号
待
、
み

いつかど
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波

〈

昭

和

五

十
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年

m
出
馬
か
ら
総
級
近
十
周
年
三
尽
〉
の
決
裁
見
込
み
状
況
を
志
向
知
ら
せ
し
ま
す
し

市
祭
会
館
絞
殺
事
業
、
後
称
新
木
小
学
校
朗
用
品
地
取
得
議
・
業
、
湖
北
台
東
小
学
校
新
薬
事
業
(
震
収
〉
‘

白
山
・
中
学
綬
新
築
務
懇
者
ど
の
教
育
問
削
招
待
也
事
業
を
は
じ
め
、
道
路
整
銭
事
業
、
除
後
老
後
材
班
セ
ン
空

i
問問

縁
取
得
事
業
、
都
市
計
一
機
官
学
掛
滑
な
と
の
多
〈
の
事
業
制
。
行
わ
れ
ま
し
た
議
出
の
ト
ッ
プ
は
問
削
和
五
十
二

年
前
段
と
傾
向
じ
教
育
委
で
箆
十
懲
六
千
万
部
川
余
り
て
す
次
い
で
際
金
融
関
、
総
務
費
、
土
木
俊
の
綴
で
す

U
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問

閣

の
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字
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総
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」
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収
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出
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5
R
-
H
U
誌
が
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納
開
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鎖
お
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っ
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霊

的

景

品

み

か

ま

r市
川
一
一
叫

に
段
続
し
て
い
る
も
約
一
公
民
、
公
的
…

d
唾

恥
表
仁
川
叫
し
た
道
路
も
必
め
り
れ
ま
す
}
…

P

附
叫
，
打
、
不
特
注
多
数
的
人
が
刊
別
し

て
い
る
刊
低
減
で
衿
米

ι泌
州
以
外
出
は
け

的
に
山
同
期
し
な
い
も
的

t
J
附
白
紙
持
の
工
事
市
川
ゆ
が
訓
げ
ら
れ
る

'
U
グ

，
Z
心
事
い
い
京
吋
仰
と
な
る
物
件
が
な
い
こ

と6
wv
申
簡
に
必
要
牟
骨
骨
綴

引
い
尚
も
次
の
災
訓
日
に
か
え
は
制
お
け
封
殺
係
f
市
私
道
掛
ゑ
i
事
申
仙
の
、

山
i
市
ド
ホ
ふ
れ
幻
什
て
総
長
l
ド
を
打
い
ま
絞
紛
吋
川
、
守
派
夜
、
公
同
町
刀
し
、
役

j

M

山
内
川
粉
本
、
私
議
Z
市
V
4必
冷

マ
対
象
と
な
る
相
仙
波
マ
申
績
蜘
附
醐
削

結
H
H

が
問
メ

1
ト
バ
以
ふ
れ
内
ら
山
口
問
和
五
十
同
年
五
月
十
山
内
ね
か
ら
れ
川

町九七し組合円借礼川市
e
d
m
絞
り
H
H
d
閉
じ
作

H
月以，
fnu

打
れ
ど
も
の
は
阿
川
一
・
八
/
!
!
ル

V
問
問
品
胸
骨
小
本
調
刊
誌
理
係

私曜も

審議議しま

開
朝
五
十
関
年
鹿

藷
年
海
持
協
力
醸
員
募
集

い
利
保
協
ん
が
い
れ
川
内

q海外出凶一行問問

V
派

満

開

発

ア

フ

リ

カ

中

心
ド
時
間
口
吋
で
江
川
川
流
山
ト
い
に
あ
る
同
々
の
近
車
中
山
間
恥
令
市

l

い札川
γ汁
山
内
約
二

i

M
間
消
.
任
会
町
内
沼
M

慨
に
協
力
す
る
H
本

紋

か

舛

山
内
伴
え
れ
か
取
し
ま
す
。
智
雄
叫
漆
期
間
同
一
一
年

咽
マ
孫
綴
期
間
関
H
H
ト
六
日
か
ら
れ
H

H

V

汲
汲
時
期
昭
和
ぷ
十
五
年
二
月
上

一

、

ト

一

臼

裁

で

切

と

間

同

月

ふ

判

。
募
集
鋭
笠
官
月
吟

a
i
e
M
M
E
V応
募
資
絡
会
一

i
舟
以
k
u
e十
五

午
後
λ
時
か
ら
十
時
子
鉱
山
民
会
然
、
政
ま
で
の
日
本
内
存
年
努
女
り
胤
附
ど

れ
バ
ス
ト
一
一
，
H
(
永
一
午
後
γ

九
時
か
り

t
て
単
身

ad比
が
で
き
る
持
口
減
殺
死

九
時
制
相
続
市
中
時
公
民
総
州
倒
的
災
ゑ
向
上
や
世
間
情
、
社
会
的
発
端
明

マ
慈
義
人
縄
問
刊
行
れ
に
役
立
つ
校
総
や
校
総
ゃ
れ
叫
す
る
4
n

V
曜
時
遺
酷
判
穣
終
林
水
品
開
‘
加
工
、
山
山
田
v
照
合
せ
千
葉
県
技
会
開
掛
川
町
少
年
羽

山
イ
持
作
、
七
本
径
路
市
、
何
陣
織
術
魚
、
殺
人
察
庁
成
市

山
川
党
化
、
ス
ボ
!
吋
γ

慨
。
間
七
二



ジ
ト
ジ
ト
し
て
し
家
い
そ
う
な
・
う
P

な
と
こ
ろ
‘
す
そ
や
折
訟
の
部
分
の
も

と

Z
M警
ふ
し
ず
長
震
に
治
雲
ル
拭
け
て
怜
上
っ
て
い
た
ω

ク
リ
i

せ
る
よ
う
ち
十
か
ら
身
の
ふ
ゑ
わ
り
や
家
町
…
ン
ク
聡
に
訴
し
た
と
こ
ろ
様
俄
金
は

仙

川

町

内

在

検

3

入

れ

を

し

て

お

き

ま

し

ょ

支

払

う

か

城

壁

お

問

問

時

ぺ

で

調

べ

て

は

/

(

、

一

司

っ

し

い

と

言

わ

れ

た

の

で

絞

殺

じ

ポ

た

ν

一

一

薬

品

な

ど

の

ま

義

母

襲

撃

一

レ

イ

ン

コ

!

f

、

京

、

札

付

事

的

ホ

ク

リ

i

ユ

ン

ダ

ト

ラ

ワ

枠

内

経

定

#

一
一
歳
児
地
階
同
図
れ
れ
ば
ば
い
れ
わ
れ
れ
は
川
日
川
崎
ハ
げ
は
汁

一
ぷ
淡
児
後
印
刷
鈴
存
を
昨
年
同
州
問
、
ア
し
ま
i
ょ
う
。
グ
に
域
さ
な
か
っ
た
よ
と
九
ソ
ω

め
京
地

一
デ
ケ
;
ト
台
式
で
行
い
ま
す
。
唾
押
し
入
れ
の
舟
棋
が
持
味
加
工
池
で
あ
る
の
い
決
記
長
一
ボ
舎
は
昭
和
的
寸
二
一
年
拘
伏
に
完
成
し

一
V
対
線
開
地
一
昭
和
広
十
一
年
一
月
一
円
白
川
押
し
入
れ
は
2
ふ
だ
ん
で
も
が
川
叫
が
が
な
か
っ
た
こ
し
ら
こ
の
二
点
が
煮
な
ま
L
た日

一
か
り
九
月
三
十
日
ま
で
い
い
悦
土
れ
色
刷
れ
た
ま
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
獄
図
と
い
う
内
容
で
し
た
@
こ
の
器
開
市
川
ま
万
殺
孫
子
野
町
時
代
で
仇
判
長
数

主

主

ノ

Z作
っ
て
殺
さ
、

2長
必

需

一

言

品

申

告

に

ま

と

と

て

Z〈
食
事
泌
が
か
な
り
あ

亨
喜
納
和
五
ト
例
年
内
科
月
一
回
戦
器
を
人
れ
て
お
く
と
裂
が
ζ

も
り
こ
ろ
叫
知
事
を
受
取
3

て
い
る
し
ニ
仰
向
り
ま
し
弘
、
税
一
会
民
〈
な
り
す

一

ιで
仲
間
一
言
緩
か
ら
コ
ン
ど
!
タ
!
ま
せ
ん
u
特
に
新
諮
問
も
な
い
凶
地
な
朴
氏
日
終
決
し
て
い
る
と
の
市
鳩
山
下
て
L
た
e
叫
し

Z

L

べ

一
で
日
ろ
い
だ
し
対
的
拠
出
品
に
ア
シ
ケ
;
ト
と
で
は
胃
コ
シ
ク
リ
1
ト
か
ら
出
%
が
ま
た
ク
リ
i
z
ン
グ
印
刷
に
鑑
定
俣
の
移
州
そ
的
た
め
、
土
本
部
と
お
市
泌
が

一
告
発
活
出
ま
す
の
で
徐
立
し
て
下
ど
さ
い
、
し
を
絡
し
、
山
中
山
山
首
m
z
j
書
記
、
え
た
ん
叫
帆
ぃ
H
h
A
閥
的
問
日
雨
後
フ
レ
ハ
ブ
ザ

エ
桑
滋
予
定
昭
和
平
「
一
年
¥
パ
骨
忽
革
命
f
'
三
五
信
用
に
飼
わ
る
こ
と
だ
か
ら
ん
叩
品
川
か
か
り
引
嶋
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

一
む
か
匂
五
月
一
お
す
一
日
小
い
ま
れ
は
れ
汁
削
を
み
て
は
カ
ヲ
ぷ
き
倒
的
/
ウ
キ
こ
ち
ら
に
れ
が
が
あ
る
と
い
う
ニ
ー
ど
品
、
内
で

ιま
に
あ
わ
ず
げ
も
什
的
検
築
が
布

一
中
川
り
か
ら
下
旬
町
六
月
一

H
か
ら
九
H
け
〆
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
お
き
、
い
さ
機
川
崎
削
押
す
る
と
い
う
コ
と
で
し
た
。
一
九
え
ら
れ
て
い
ま
す

一
コ
十
日
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